
　

２
月
26
日
（
月
）、
30
年
第
２
回

議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、冒
頭
、

黒
田
市
長
が
新
年
度
に
臨
む
施
政

方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、〝
か
た
の
〞
を
持
続
可

能
な
形
で
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ

う
、
交
野
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

た
め
の
施
政
方
針
要
旨
を
お
伝
え

し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

あ
り
、市
長
戦
略
に
お
い
て
も「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

重
点
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
す
べ
て
の
世
代
が
、

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
支
え
合
う
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
」「
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
づ

く
り
」「
み
ん
な
で
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
含
め
、
市
長
戦

略
に
お
け
る
４
つ
の
政
策
の
柱
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
着
実
な
市

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
庁
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
、「
星
田
駅
北
エ
リ
ア
の
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
組
合
施
行
の
土
地

区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、「
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更
」

に
つ
い
て
、府
お
よ
び
市
に
お
い
て

告
示
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
」
は
、
市
民
や
有
識
者
を
交
え

て
策
定
し
た
「
公
共
施
設
等
再
配

置
計
画
」
を
基
に
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
へ
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。市
立
小
・
中
学
校
に
つ
い
て

も
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
新
た
な
教
育

環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
「
防
災
対
策
」
に
つ
い
て

は
、防
災
・
減
災
・
縮
災
の
３
つ
の

観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
の
備
え

を
全
庁
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
財
源
の

裏
付
け
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
今

後
の
財
政
運
営
の
方
向
性
を
「
財

政
運
営
基
本
方
針
」と
し
て
、示
し

ま
し
た
。同
方
針
は
、40
年
度
ま
で

の
財
政
見
通
し
を
試
算
し
て
い
る

も
の
で
、
累
計
で
50
億
円
を
超
す

財
源
が
不
足
す
る
予
測
と
な
り
ま

し
た
。本
市
の
財
政
状
況
を
直
視

し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
精
査

し
つ
つ
、
多
角
的
な
手
段
で
財
源

の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一般会計 234億 8,702 万 5千円
国民健康保険特別会計 86億 2,037 万 3千円
下水道事業特別会計 16億 5,352 万 3千円
介護保険特別会計 59億 7,572 万 4千円
公共用地先行取得事業特別会計 5億 6,251 万 2千円
後期高齢者医療特別会計 14億 8,810 万 5千円
水道事業会計 27億 8,317 万 9千円
総額 445億 7,044 万 1千円

平成 30年度当初予算

　

30
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入

や
、
地
方
交
付
税
は
一
定
確
保
で

き
て
い
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関

連
費
用
の
増
加
な
ど
、
構
造
的
要

因
か
ら
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
財
政
運
営
基

本
方
針
」
を
指
針
と
し
、
財
政
目

標
や
中
長
期
的
な
見
通
し
を
踏
ま

え
、将
来
へ
の
備
え
を
し
つ
つ
も
、

子
育
て
支
援
・
防
災
対
策
分
野
な

ど
に
対
す
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
投

資
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
、

課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
配
分
と

な
る
よ
う
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
の
65
歳
以
上
の
割
合
を
示
す

高
齢
化
率
は
約
27
％
で
、
社
会
保

障
の
仕
組
み
で
は
、
高
齢
者
１
人

を
現
役
世
代
２
人
で
支
え
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
総

務
省
の
29
年
住
民
基
本
台
帳
人
口

移
動
報
告
で
、
市
の
１
年
間
の
人

口
移
動
累
計
は
、
１
０
５
人
の
転

入
超
過
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。転
入
者
の
年
齢
別
で
は
、30
代

か
ら
40
代
の
若
い
親
世
代
が
、
５

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、
転

入
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

本
市
が
活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て

持
続
す
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
人
口
減
少
の
流
れ

を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

 30 年度施政方針の要旨 各部の重点的施策
▼  防災対策　各部局における「災害応急対策活動

マニュアル」の改訂や、災害対策本部を設置する
別館・第 2別館に、非常用自家発電設備を導入
します。

▼   情報管理　「情報セキュリティー監査」や「サイ
バー攻撃訓練」などを通じた、職員の情報セキュ
リティー能力の向上を図ります。また、個別の業
務システムの導入・構築段階から、仕様の精査
や調達方法の検討を行い、効果的なデータ連携
を図るなど、システム全体の最適化を進めます。

危機管理室

▼  目標管理型評価制度の運用　29 年度に一部の
管理職を対象に実施した、同制度の勤勉手当へ
の反映を、課長代理級までの全管理職に対象を
拡大し、運用に努めます。

▼  産業・観光振興　地域再生計画に基づき、「かた
のツーリズム」の実施や、産官
学連携による「枚方・交野　
天の川ツーリズム」を引き続
き実施し、地域経済および観
光の振興を進めます。

総務部

▼   公共施設の老朽化対策　「公共施設等総合管理
計画」「公共施設等再配置計画」に基づき、個々
の公共施設の在り方について検討を進めます。

▼   シティプロモーション事業　3月にリニューア
ルした市ホームページなどを活用し、定住人口
の増加を目ざした、市の魅力アップに取り組み
ます。

企画財政部

▼  国民健康保険制度の運営　国民健康保険の広域化
について、制度の説明と周知に努め、保険料などの
激変緩和措置を含め、適切な運営に取り組みます。

▼  保健事業　「第 3期特定健康診査等実施計画と
第 2期データヘルス計画」に基づき、健康寿命
の延伸および健康保持の増進を図ることで、医
療費の抑制に努めます。

市民部

▼   子ども・子育て支援　「子ども・子育て支援事業
計画」を見直し、「子どもの生活実態調査」の結果
を踏まえ、子どもの貧困対策に係る具体的な取り
組みを位置づけ、子ども・子育て施策全体として、
その充実に向けて取り組みます。

▼   幼児期の教育・保育　公立認定こども園 1園の
民営化に向け、移管事業者の選定や、移転先とな
る森新池の埋め立て造成工事を実施するととも
に、保護者に対して丁寧な説明に努めます。

▼   安全安心な保育環境の整備　市内の認定こども
園などに対し、ベビーセンスなどの ICT機器導入

への補助や、保育士の保育補助者の雇上げに対す
る補助を実施します。

▼   妊婦健診の公費負担増額　安心して産み育てる
ことのできる環境整備の一環として、妊娠から出
産、産後の支援充実を図ります。

▼   母子保健施策の推進　産婦健診および新生児対
象の聴覚検査への助成を検討し、30年度の早期
実施に向け、関係機関との連携・調整を行います。

▼   「第 2 期健康増進・食育推進計画」の策定　生活
習慣病をはじめとする、健康課題の解決に向けた
事業推進を図ります。

健やか部

福祉部

▼   地域福祉施策　見守りや支え合いといった、地域
におけるセーフティネットの構築に努めます。

▼   障がい福祉施策　第 5期障がい福祉計画、第 1期
障がい児福祉計画に基づき、障がいのある人たち
の生活支援や暮らしの充実に努めます。

▼   高齢者福祉施策　「高齢者保健福祉計画及び第 7
期介護保険事業計画」に基づき、認知症・介護予
防など高齢者施策の充実を図るため、関係機関と
連携しつつ、高齢者の自立支援や地域包括ケアへ
の充実に取り組みます。

環境部

▼   新ごみ処理施設の適正管理　
　2 月から本格稼働を始めた
同施設を、四條畷市および施
設組合と協力し、施設の適正
管理に努めます。

▼   安定的な収集体制構築の検討　職員の退職など
による人員の減少により、収集体制の維持が困難

と予測される一般廃棄物の処理について、市内の
環境衛生を適正に保全するため、民間活力の導入
などを検討します。

▼   乙辺浄化センターの更新　下水道への希釈放流
に向けて、府の関係機関などと協議を進めるとと
もに、施設の更新に向けて、施設整備基本計画な
どの策定を進めます。

施
政
方
針
の
思
い

予
算
編
成

住みたい、住み続けたいまちへ住みたい、住み続けたいまちへ
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市
長
戦
略
の
集
大
成

　

本
年
は
、「
市
長
戦
略
」
や
「
交

野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
軸
と
し
た
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
問
わ
れ
る
年

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
進
捗
・
成
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
し
っ
か
り
と
取
り
ま
と
め

て
検
証
し
、
み
な
さ
ん
に
示
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
過
去
の

財
政
運
営
に
よ
る
制
約
の
中
、
一

定
の
成
果
や
解
決
の
道
筋
が
つ
い

た
も
の
は
、
決
し
て
行
政
の
取
り

組
み
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
、
地
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、

官
民
連
携
の
中
で
、
そ
の
成
果
が

現
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
時
代

の
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
生

じ
る
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
共
有
し
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代
が
、「
住
み
た
い
」「
住
み

続
け
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
ま
ち
を
目
ざ
し
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　
　
　

交
野
市
長　

黒
田　

実

▼   教育委員会の総括　組織の総合調整を図るとと
もに、さらなる教育委員会活動の充実、教育委員
会会議の活性化を図ります。

▼   学校規模の適正化　「学校規模適正化基本計
画」、「学校施設等管理計画」を取りまとめ、新た
な教育環境の整備に向けた取り組みを進めま
す。

教育総務室・学校規模適正化室

▼   教育環境の向上　学校図書館や音楽室などの特
別教室に、エアコンの設置を進めます。

▼  学校給食費の公会計化　さらなる透明化を目ざ
し、公会計化を進めます。

▼   小中一貫教育の充実　ロボット型プログラミン
グ教材の活用や、英語の外部検定導入などによ
り、特色のある学校教育を進めます。

学校教育部

▼   第 6 次拡張事業　私市浄水場跡地の「浄水
池」が完成し、「送水ポンプ棟」は、自己水 8、
企業団水 2の割合での〝よりおいしい水〟
の給水に向けて施工中です。

▼   交野市新水道ビジョン　50 年先を見据え
た水道事業の理想像を具現化し、送配水管
の更新・耐震化など、当面の間に取り組む
べき事項や方策を具体的に示す、同ビジョ
ンの策定に向け取り組みます。

水道局

都市計画部

▼   星田駅北エリアのまちづくり　組合設立認可な
どに係る市の手続きを行うとともに、組合に対
する技術的支援および事業実施に対する財政的
支援に努めます。

▼   移住・定住の促進　他市在住の子育て世帯に、
交野市在住の親世帯と同居、近居していただけ
るよう「移住・定住の促進事業」として、同居・
近居促進補助事業を実施します。

都市整備部

▼  調整池の整備　京阪交野線と府道交野久御山線
の交差点部における冠水対策として、調整池の
整備に着手し、浸水被害の軽減を図ります。

▼   下水道事業　下水道未整備地区の解消を図ると
ともに、星田駅北エリアのまちづくりを見据え
た、幹線管渠の整備を進めます。

▼  農業施策　災害に強い農業基盤をつくるため、
松宝寺池において、ため池改修工事を行います。

生涯学習推進部

▼   交野マラソンへの支援　実行委員
会主催で開催される交野マラソン
について、地域におけるスポーツ振
興の観点から、活動の支援を行いま
す。

▼   文化財の保護　星田北・星田駅北地区における

土地区画整理事業に先立つ、埋蔵文化財の調査を
実施します。

▼  子どもの読書活動推進　「子ども読書活動推進計
画」に基づき、地域において読み聞かせができる
人材を育成する講座や、市内小学校を対象に団体
貸出本の配送を行います。

▼  救急体制の強化　高規格救急
自動車の更新や、2 人の救急
救命士の養成を行うなど、さら
なる救命率向上を目ざします。

▼   地域の高齢化・広域災害への対応　防火診断による
高齢者世帯の見守りや、消防団員の増員を図り、地
域に密着した防災活動を推進します。

▼   消防力の強化　隣接地域での相互応援体制の構築な
どを図ります。

消防本部
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